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学校に子供たちの元気な笑顔が帰ってきました。残念ながら緊急事態宣言が延長となり、教育活

動に様々な制限がある状況下での２学期のスタートとなってしまいました。安全・安心について十

分な配慮をしながら、未知との出合いにワクワク、ドキドキする教育活動を子供たちと一緒に進め

て参ります。まずは子供たちに「お帰りなさい！待ってたよ！」
と声をかけて、元気よく２学期を始めたいと思います。 

 この夏は、私も自宅でテレビによるスポーツ観戦をして過ごすことが多かったのですが、心に残

る感動的なシーンがたくさんありました。メジャーリーグで活躍する大谷翔平選手の活躍も、その

うちのひとつです。４０本以上のホームランを打ち、２０個以上の盗塁をして、投手として 150

キロ以上の速球を投げる（８／３１現在 ８勝）なんて、まさに「夢」であり、マンガで描いても

現実味がないような活躍を見せています。運動能力が突出した 100 年に一人のすばらしいアスリ

ートですが、大谷選手の本当にすごいところは、自分の可能性を限定せずに、強く夢を思い描き続

けた力なのだと私は思います。大谷選手がメジャーに渡ったときには、二刀流に対して「できるわ

けがない。」「無理に決まっている。」などの否定的な意見が、専門家の中でも（専門家だからこそ）

多かったように思います。そのような意見があっても自分の理想とする姿を強く思い描き、たとえ

多くの人たちが否定したとしても、自分を信じて夢を決してあきらめなかったところに大谷選手の

本当のすごさを感じます。義務感や悲壮感を伴うのではなく、明るく、楽しんで実現できている（よ

うに見える）ところも、とてもすてきですね。技を究めるだけでなく、「みんなに応援してもらえ

る人物」のひとつの理想の姿として、子供たちにも紹介していきたいと思います。 

 また、大谷選手が所属するエンゼルスの先輩に、主に９０年代にメジャーリーグで活躍した、ジ

ム・アボット投手という選手がいました。アボット投手は、生まれつき右手首の先がないという障

害があり、左手で投げたらすぐにグローブを左手にはめて守備につくアボット・スイッチで有名だ

ったので、ご記憶にある方もいらっしゃるかもしれません。メジャーリーガーとしての通算成績は

８７勝 108 敗、防御率 4.25 という成績で、ニューヨーク・ヤンキースに移籍した際にはノーヒ

ット・ノーランを達成しています。アボット投手に対しても、当時、本当にすごいと感動しました

が、アボット投手は「自分が障害者だと思ったことはない。子供の時、自分に野球を教えようとし

て庭に連れ出した父こそ勇気のある人間だ。」という言葉を残しています。この言葉は、本当にそ

の通りだと思います。もしも自分がアボット投手のお父様の立場だったら、本人の希望通りに背中

を押してあげられるのだろうかと考えてしまいます。過去のデータ分析等は AI などが得意とする

ところですが、「強く夢を思い描く力」は、人間だけにある、人間だけにしかできないすばらしい

力なのだと、改めて考えています。人間の可能性を信じて努力することや、制限をかけずに挑戦を

応援する姿勢は、私たちもぜひ学んで実践していきたいと思います。  

今学期も教育活動を通して、子供たちに「強く夢を思い描く力」を養い、自分の人生を切り開い

ていく意欲を育んで参ります。皆様の教育活動へのご理解とご協力を、よろしくお願いいたします。 

強く夢を思い描く力 
校長 加賀田 真理 

心ゆたかな子ども（よく考える子ども 力を合わせる子ども 健康で明るい子ども） わかば かおる 



緊急事態宣言下の生活時程について 

先日の練馬区教育委員会からの一斉配信メールの通り、緊急事態宣言が解除されるまでの期間は給食ありの午

前授業となります。変更があった場合には、随時お知らせいたします。 

６年生 下田移動教室について 

６年担任 

９月２６日（日）～２８日（火）の３日間、下田移動教

室に行ってきます。６年生にとっては初めての移動教室で

す。「移動教室では、何をするの。」「下田は、どんな場

所か。」「宿舎での過ごし方は、どうするの。」さまざま

な期待と不安が入り交じっている子供たちです。出発まで

の間、子供たち一人一人がテーマを決めて調べ学習を行い

ます。移動教室で体験、観察したことを学校に持ち帰り報

告書にまとめる予定です。 

移動教室に向けて、「友達と共同生活を送る中で、互い

のよいところを見付けること」、「感謝の気持ちをもって

生活すること」「様々な体験活動を通して、下田の自然に

親しむこと」を大切に、一つ一つの活動を思いきり楽しむ

ことができるよう準備を進めて参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
９月の予定 ※生活時程は B 時程を基本とします。 
 

１ 水 
【特別時程】 ２学期始業式 安全指導 
４時間授業給食あり 

２ 木  

３ 金  

４ 土  

５ 日  

６ 月 発育測定（１・２年生） 

７ 火 発育測定（３・４年生） 

８ 水 発育測定（５・６年生） 

９ 木 発育測定（ひまわり） 

10 金  

11 土 
一斉防災引き取り訓練 
※実際の引き取りは行いません。 

12 日  

13 月  

14 火  

15 水  

16 木 
【特別時程】  水道キャラバン（４年生）
保護者会（ひまわり） 

17 金 放課後補習教室 

18 土  

19 日  

20 月 敬老の日 

21 火 宿泊事前検診（６年生） 

22 水 ５時間授業 

23 木 秋分の日 

24 金  

25 土  

26 日 
下田移動教室（６年生）始 
※６年生のみ登校日になります。 

27 月  

28 火 下田移動教室（６年生）終 

29 水 振替休業日（６年生） 

30 木  

夏季学力補充教室について 

学力向上委員会 

夏休みが始まった初日、前半１～３年生、後半４～６年

生の子供たちが、教室に集まりました。 

各学年１０人程の子供たちに、担任、他学年の先生、専

科や講師の先生、未来塾の先生が付いて、分からないとこ

ろや間違えて覚えていたところを、「補充」していきました。 

６０分の間、どの学年もシーンと集中して、国語や算数

の復習に取り組んでいました。「分からないところを他の子

に遠慮することなくすぐに聞ける」、「聞いたらできるよう

になって、問題が次々に解ける」ということが、子供たち

にとって６０分をあっと言う間に感じさせたようです。 

 夏休み中５回の予定でしたが、今年度は１回のみの実施

となりました。夏休みに頑張ったことが 

自信となって、２学期につなげてい 

ってほしいと思います。 

９月の目標 

生活目標：登校時刻を守ろう 

保健目標：生活リズムを整えよう 
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